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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基本モジュールと、
　前記基本モジュールに連結された拡張モジュール
とを備え、
　前記基本モジュールは、
　　前記基本モジュールの内部へ紙葉類を取り込む取込部と、
　　前記取込部により取り込まれた紙葉類を搬送する第１搬送部と、
　　前記第１搬送部により搬送される紙葉類を識別する識別部と、
　　集積された紙葉類を抜取可能な開口部を有し、第１方向に沿って配置された複数の第
１集積部と、
　　前記識別部による識別結果に基づいて紙葉類の搬送を制御する制御部と
を含み、
　前記拡張モジュールは、
　　前記第１搬送部によって前記基本モジュールから排出された紙葉類を前記拡張モジュ
ール内へ取り込んで搬送する第２搬送部と、
　　集積された紙葉類を抜取可能な開口部を有し、前記第１方向と異なる第２方向に沿っ
て配置された複数の第２集積部と
を含むとともに、
　　前記基本モジュールの外側において前記複数の第１集積部の側方に配置され、
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　前記制御部は、前記第１集積部と前記第２集積部との少なくとも一方に紙葉類を搬送す
る制御を行う紙葉類処理装置。
【請求項２】
　前記第１方向と前記第２方向とは互いに直交する方向である請求項１に記載の紙葉類処
理装置。
【請求項３】
　前記第１方向は水平方向であり、前記第２方向は垂直方向である請求項２に記載の紙葉
類処理装置。
【請求項４】
　前記第１集積部と前記第２集積部が略Ｌ字型に配置されている請求項３に記載の紙葉類
処理装置。
【請求項５】
　前記基本モジュールは、
　前記第１集積部の上方で、両外側の第１集積部の間の略中央の位置に重なるように配置
された表示部
をさらに有する請求項４に記載の紙葉類処理装置。
【請求項６】
　前記拡張モジュールは、前記基本モジュールと連結された側面と反対側の側面に、前記
第２集積部に集積された紙葉類の一部を外部に露出する切欠部を有する請求項１～５のい
ずれか１項に記載の紙葉類処理装置。
【請求項７】
　前記拡張モジュールを第１拡張モジュールとして、該第１拡張モジュールに連結された
第２拡張モジュール
をさらに備え、
　前記第２拡張モジュールは、
　前記第１拡張モジュールにより、前記基本モジュールから取り込まれて、前記基本モジ
ュールと連結された面と異なる面から排出された紙葉類を、前記第２拡張モジュール内に
取り込んで搬送する第３搬送部と、
　集積された紙葉類を抜取可能な開口部を有し、前記第２方向に沿って配置された複数の
第３集積部と
を含み、
　前記制御部は、前記第１集積部、前記第２集積部、前記第３集積部の少なくともいずれ
か一つに紙葉類を搬送する制御を行う請求項１～６のいずれか１項に記載の紙葉類処理装
置。
【請求項８】
　前記第１集積部は、前記第１搬送部で搬送された紙葉類を受けて整列集積するための第
１羽根車を有し、
　前記第２集積部は、前記第２搬送部で搬送された紙葉類を受けて整列集積するための第
２羽根車を有し、
　前記第２羽根車の外径が前記第１羽根車の外径より小さい請求項１～６のいずれか１項
に記載の紙葉類処理装置。
【請求項９】
　前記第１集積部の開口部は、該開口部の上部縁部から背面側に行くに従い下方に向けて
傾斜する傾斜面を含む請求項１～８のいずれか１項に記載の紙葉類処理装置。
【請求項１０】
　前記第１搬送部は、
　前記識別部より搬送方向下流側の位置に配置され、紙葉類の搬送方向を、前記拡張モジ
ュールへ向けて前記基本モジュールから紙葉類を排出する搬送方向と、前記第１集積部へ
向けて紙葉類を搬送する搬送方向とに分岐する第１分岐部を有する請求項１～９のいずれ
か１項に記載の紙葉類処理装置。
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【請求項１１】
　前記第２搬送部は、
　前記基本モジュールから前記拡張モジュール内に取り込んだ紙葉類の搬送方向を、前記
基本モジュールと連結された面と異なる面から排出する搬送方向と、前記第２集積部へ向
けて紙葉類を搬送する搬送方向とに分岐する第２分岐部を有する
請求項１０に記載の紙葉類処理装置。
【請求項１２】
　前記第２集積部は、紙葉類表面が水平面に対して傾斜した立位姿勢で紙葉類を集積する
請求項１～１１のいずれか１項に記載の紙葉類処理装置。
【請求項１３】
　前記第２集積部は、紙葉類表面が水平面に対して４５度以上傾斜した立位姿勢で前記紙
葉類を集積する請求項１２に記載の紙葉類処理装置。
【請求項１４】
　前記第１集積部に集積された紙葉類の水平面に対する傾斜角度が、前記第２集積部に集
積された紙葉類の傾斜角度より小さい請求項１３に記載の紙葉類処理装置。
【請求項１５】
　１つの第２集積部に集積可能な紙葉類の最大集積枚数が、１つの第１集積部に集積可能
な紙葉類の最大集積枚数より少ない請求項１～１４のいずれか１項に記載の紙葉類処理装
置。
【請求項１６】
　１つの第２集積部に集積可能な紙葉類の最大集積枚数が、１つの第１集積部に集積可能
な紙葉類の最大集積枚数の約数に等しい請求項１５に記載の紙葉類処理装置。
【請求項１７】
　１つの第２集積部に集積可能な紙葉類の最大集積枚数が、１つの第１集積部に集積可能
な紙葉類の最大集積枚数の１／４である請求項１５に記載の紙葉類処理装置。
【請求項１８】
　前記拡張モジュールは４つの第２集積部を有する請求項１７に記載の紙葉類処理装置。
【請求項１９】
　前記拡張モジュールに集積可能な紙葉類の最大集積枚数が、１つの第１集積部に集積可
能な紙葉類の最大集積枚数と等しく、
　前記制御部は、前記拡張モジュールを１つの第１集積部とみなして紙葉類の搬送を制御
する請求項１５に記載の紙葉類処理装置。
【請求項２０】
　前記第１搬送部は、水平面に対して略垂直な方向に紙葉類を搬送する垂直搬送部を有し
、
　前記基本モジュールは、
　前記垂直搬送部に対して前記拡張モジュールが連結される側と反対側に、リジェクト紙
幣を集積するリジェクト部
をさらに有する請求項１～１９のいずれか１項に記載の紙葉類処理装置。
【請求項２１】
　前記基本モジュールの筐体は、前記取込部と前記リジェクト部の間に位置する略水平な
平面部を含む請求項２０に記載の紙葉類処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、紙葉類の種類を識別して複数の集積部に分類して集積する紙葉類処理装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、紙葉類の種類を識別して複数の集積部に分類して集積する紙葉類処理装置が利用
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されている。例えば、銀行等の金融機関では、紙幣を識別計数する紙幣処理装置が利用さ
れている。紙幣処理装置は、紙幣を１枚ずつ装置内に取り込んで、金種、真偽、正損等の
種類を識別する。複数の集積部を有する紙幣処理装置を利用すれば、紙幣の識別結果に基
づいて、各集積部に紙幣を種類別に分類して集積することができる。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、６つの集積部を有する紙葉類処理装置が開示されている。各
集積部は開口部を有し、装置の利用者は、集積部内に集積された紙幣を開口部から抜き取
ることができる。例えば、利用者は、異なる金種の紙幣が混在する金種混合状態の複数紙
幣を金種別に分けたい場合に、紙葉類処理装置を利用する。金種混合状態の紙幣を紙葉類
処理装置で処理すれば、紙幣を１枚ずつ識別して各集積部に金種別に集積することができ
る。利用者は、各集積部から紙幣を抜き取って、金種別に分けられた紙幣を手にすること
ができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許４３５８００１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、多数の集積部が水平方向に並べて配置された紙幣処理装置は、設置面積
が大きくなるという問題があった。両外側の集積部の間の水平距離が離れるため、各集積
部から紙幣を抜き取る利用者の移動量も大きくなる。利用者は離れた位置にある集積部に
紙幣が集積されているか否か確認しづらく、利用者にとって使いにくい装置となる。
【０００６】
　本発明は、上述した従来技術による問題点を解消するためになされたもので、多数の集
積部を有しながら設置面積が小さく使いやすい紙葉類処理装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明は、紙葉類処理装置であって、基
本モジュールと、前記基本モジュールに連結された拡張モジュールとを備え、前記基本モ
ジュールは、前記基本モジュールの内部へ紙葉類を取り込む取込部と、前記取込部により
取り込まれた紙葉類を搬送する第１搬送部と、前記第１搬送部により搬送される紙葉類を
識別する識別部と、集積された紙葉類を抜取可能な開口部を有し、第１方向に沿って配置
された複数の第１集積部と、前記識別部による識別結果に基づいて紙葉類の搬送を制御す
る制御部とを含み、前記拡張モジュールは、前記第１搬送部によって前記基本モジュール
から排出された紙葉類を前記拡張モジュール内へ取り込んで搬送する第２搬送部と、集積
された紙葉類を抜取可能な開口部を有し、前記第１方向と異なる第２方向に沿って配置さ
れた複数の第２集積部とを含むとともに、前記基本モジュールの外側において前記複数の
第１集積部の側方に配置され、前記制御部は、前記第１集積部と前記第２集積部との少な
くとも一方に紙葉類を搬送する制御を行う。
【０００８】
　また、上記発明において、前記第１方向と前記第２方向とは互いに直交する方向である
。
【０００９】
　また、上記発明において、前記第１方向は水平方向であり、前記第２方向は垂直方向で
ある。
【００１０】
　また、上記発明において、前記第１集積部と前記第２集積部が略Ｌ字型に配置されてい
る。
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【００１１】
　また、上記発明において、前記基本モジュールは、前記第１集積部の上方で、両外側の
第１集積部の間の略中央の位置に重なるように配置された表示部をさらに有する。
【００１２】
　また、上記発明において、前記拡張モジュールは、前記基本モジュールと連結された側
面と反対側の側面に、前記第２集積部に集積された紙葉類の一部を外部に露出する切欠部
を有する。
【００１３】
　また、上記発明において、前記拡張モジュールを第１拡張モジュールとして、該第１拡
張モジュールに連結された第２拡張モジュールをさらに備え、前記第２拡張モジュールは
、前記第１拡張モジュールにより、前記基本モジュールから取り込まれて、前記基本モジ
ュールと連結された面と異なる面から排出された紙葉類を、前記第２拡張モジュール内に
取り込んで搬送する第３搬送部と、集積された紙葉類を抜取可能な開口部を有し、前記第
２方向に沿って配置された複数の第３集積部とを含み、前記制御部は、前記第１集積部、
前記第２集積部、前記第３集積部の少なくともいずれか一つに紙葉類を搬送する制御を行
う。
【００１４】
　また、上記発明において、前記第１集積部は、前記第１搬送部で搬送された紙葉類を受
けて整列集積するための第１羽根車を有し、前記第２集積部は、前記第２搬送部で搬送さ
れた紙葉類を受けて整列集積するための第２羽根車を有し、前記第２羽根車の外径が前記
第１羽根車の外径より小さい。
【００１５】
　また、上記発明において、前記第１集積部の開口部は、該開口部の上部縁部から背面側
に行くに従い下方に向けて傾斜する傾斜面を含む。
【００１６】
　また、上記発明において、前記第１搬送部は、前記識別部より搬送方向下流側の位置に
配置され、紙葉類の搬送方向を、前記拡張モジュールへ向けて前記基本モジュールから紙
葉類を排出する搬送方向と、前記第１集積部へ向けて紙葉類を搬送する搬送方向とに分岐
する第１分岐部を有する。
【００１７】
　また、上記発明において、前記第２搬送部は、前記基本モジュールから前記拡張モジュ
ール内に取り込んだ紙葉類の搬送方向を、前記基本モジュールと連結された面と異なる面
から排出する搬送方向と、前記第２集積部へ向けて紙葉類を搬送する搬送方向とに分岐す
る第２分岐部を有する。
【００１８】
　また、上記発明において、前記第２集積部は、紙葉類表面が水平面に対して傾斜した立
位姿勢で紙葉類を集積する。
【００１９】
　また、上記発明において、前記第２集積部は、紙葉類表面が水平面に対して４５度以上
傾斜した立位姿勢で前記紙葉類を集積する。
【００２０】
　また、上記発明において、前記第１集積部に集積された紙葉類の水平面に対する傾斜角
度が、前記第２集積部に集積された紙葉類の傾斜角度より小さい。
【００２１】
　また、上記発明において、１つの第２集積部に集積可能な紙葉類の最大集積枚数が、１
つの第１集積部に集積可能な紙葉類の最大集積枚数より少ない。
【００２２】
　また、上記発明において、１つの第２集積部に集積可能な紙葉類の最大集積枚数が、１
つの第１集積部に集積可能な紙葉類の最大集積枚数の約数に等しい。
【００２３】
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　また、上記発明において、１つの第２集積部に集積可能な紙葉類の最大集積枚数が、１
つの第１集積部に集積可能な紙葉類の最大集積枚数の１／４である。
【００２４】
　また、上記発明において、前記拡張モジュールは４つの第２集積部を有する。
【００２５】
　また、上記発明において、前記拡張モジュールに集積可能な紙葉類の最大集積枚数が、
１つの第１集積部に集積可能な紙葉類の最大集積枚数と等しく、前記制御部は、前記拡張
モジュールを１つの第１集積部とみなして紙葉類の搬送を制御する。
【００２６】
　また、上記発明において、前記第１搬送部は、水平面に対して略垂直な方向に紙葉類を
搬送する垂直搬送部を有し、前記基本モジュールは、前記垂直搬送部に対して前記拡張モ
ジュールが連結される側と反対側に、リジェクト紙幣を集積するリジェクト部をさらに有
する。
【００２７】
　また、上記発明において、前記基本モジュールの筐体は、前記取込部と前記リジェクト
部の間に位置する略水平な平面部を含む。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、紙葉類処理装置は、基本モジュールの複数の第１集積部と、拡張モジ
ュールの複数の第２集積部とを利用して紙葉類を分類集積することができる。複数の第１
集積部が水平方向に配置されているのに対して、複数の第２集積部は鉛直方向に配置され
ている。これにより、全ての集積部を水平方向に設置する場合に比べて、紙葉類処理装置
の設置面積を小さくすることができる。両外側にある集積部の間の距離が小さくなるので
、紙葉類処理装置の利用者は、各集積部に紙葉類が集積されているか否かを目視確認しや
すく、利用者にとって使いやすい紙葉類処理装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】図１は、本実施形態に係る紙幣処理装置の外観図である。
【図２】図２は、紙幣処理装置の内部構成概略を示す断面模式図である。
【図３】図３は、第２集積部の内部構造を示す図である。
【図４】図４は、紙幣処理装置の機能構成概略を示すブロック図である。
【図５】図５は、紙幣処理装置内の紙幣の搬送を示す模式図である。
【図６】図６は、拡張モジュール内の搬送路から紙幣を取り除く方法を説明する模式図で
ある。
【図７】図７は、拡張モジュール内の右側ユニットを開いて右側ユニット内部を露出させ
る方法を説明する斜視図である。
【図８】図８は、基本モジュール内の搬送路から紙幣を取り除く方法を説明する模式図で
ある。
【図９】図９は、基本モジュールの左側ユニットを開いて左側ユニット内部を露出させる
方法を説明する斜視図である。
【図１０】図１０は、第２集積部にシャッターを設けた例を示す斜視図である。
【図１１】図１１は、複数の拡張モジュールを連結した例を示す模式図である。
【図１２】図１２は、異なる種類の集積部を含む拡張モジュールの例を示す模式図である
。
【図１３】図１３は、上面に連結可能な拡張モジュールの例を示す模式図である。
【図１４】図１４は、基本モジュールの右側面に連結可能な拡張モジュールの例を示す模
式図である。
【図１５】図１５は、基本モジュールの右側面に連結可能な別の拡張モジュールの例を示
す模式図である。
【発明を実施するための形態】
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【００３０】
　以下に、添付図面を参照して、本発明に係る紙葉類処理装置について詳細に説明する。
紙葉類処理装置が処理対象とする紙葉類の種類は特に限定されないが、本実施形態では、
紙幣を処理対象とする紙幣処理装置を例に説明する。
【００３１】
　まず、図１～図５を参照しながら本実施形態に係る紙幣処理装置の構成について説明す
る。図１は、本実施形態に係る紙幣処理装置１の外観図である。紙幣処理装置１は、基本
モジュール１１と、基本モジュール１１の左側面に連結された拡張モジュール１２とを備
える。基本モジュール１１は、操作表示部２０、取込部３０、リジェクト部８０、第１集
積部６０（６０ａ～６０ｄ）を有する。拡張モジュール１２は、第２集積部１６０（１６
０ａ～１６０ｄ）を有する。
【００３２】
　本実施形態では、操作表示部２０が設けられた面を装置前面、操作表示部２０を操作し
て紙幣処理を行う操作者から見て右手側を右、左手側を左として説明する。紙幣処理装置
１の構成を示す図面には、ＸＹ平面を紙幣処理装置１の底面と平行とするＸＹＺ座標を示
している。ＸＹＺ座標のＸ軸正方向側が右側である。
【００３３】
　図１に示すように、基本モジュール１１は、取込部３０とリジェクト部８０の間に、平
坦面１０を有する。平坦面１０は、略水平に形成されている。平坦面１０には、紙幣等を
置くことができる。操作表示部２０の上側にある平坦面１０は、基本モジュール１１の筐
体の一部によって形成されている。
【００３４】
　操作表示部２０は、基本モジュール１１の前面で、第１集積部６０の上方に配置されて
いる。操作表示部２０は、第１集積部６０の水平方向略中央の位置に重なるように配置さ
れている。具体的には、操作表示部２０は、両外側の集積部６０ａ、６０ｄの間の水平方
向中央を通る鉛直線を含む位置に配置されている。
【００３５】
　操作表示部２０は、タッチパネル式の液晶表示装置から成る。操作表示部２０は、画面
上にボタンを表示して、該ボタンによる各種情報の入力を受け付ける操作部として機能す
る。操作表示部２０は、第１集積部６０及び第２集積部１６０のそれぞれに集積中の紙幣
の種類、枚数等、各種情報を画面上に表示する表示部としても機能する。なお、操作表示
部２０が、タッチパネル式ではなく、物理的なボタンと非タッチパネル式の液晶表示装置
とから成る構成であってもよい。
【００３６】
　取込部３０は、操作者が載置した複数紙幣を１枚ずつ装置内に取り込む機能を有する。
リジェクト部８０は、リジェクト紙幣を集積する機能を有する。リジェクト紙幣とは、紙
幣処理装置１で識別できない紙幣等を含む概念である。第１集積部６０は、例えば、４つ
の集積部６０ａ～６０ｄを含んでいる。集積部６０ａ～６０ｄは、左右方向（水平方向）
に並んで配置されている。集積部６０ａ～６０ｄは、それぞれ、紙幣処理装置１で識別で
きた正常紙幣を集積する機能を有する。第１集積部６０は、装置前面側に、集積空間に集
積された紙幣を抜き取るための開口部を有する。操作者は、開口部を介して、第１集積部
６０の集積空間に集積された紙幣を抜き取ることができる。操作者が、集積中の紙幣の有
無を目視により確認しやすいように、開口部は、例えば上端を頂点とする略五角形形状に
形成することができる。開口部上端の頂点と該頂点から延びる２辺とで形成される開口部
の上縁部は、前面側端部から背面側へかけての所定の範囲内で、前面側端部の高さが一番
高く、背面側に行くに従って高さが低くなる傾斜面を有している。言い換えれば、開口部
の上縁部は、装置前面側の所定範囲内で背面側へ行くに従い下方に向けて傾斜した形状を
有している。
【００３７】
　第１集積部６０及びリジェクト部８０は、ＬＥＤ等の発光体から成る第１表示灯７０（
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７０ａ～７０ｄ）、７１を備えることができる。紙幣処理装置１は、第１表示灯７０、７
１を点灯又は点滅させて、操作者に、操作対象となる集積部の位置を報知する。例えば、
集積部６０ａが集積紙幣で満杯になって紙幣の抜取作業が必要になると、紙幣処理装置１
は、第１表示灯７０ａを点灯又は点滅させて、これを報知する。
【００３８】
　第２集積部１６０は、紙幣処理装置１で識別できた正常紙幣を集積する機能を有する。
第２集積部１６０は、例えば、４つの集積部１６０ａ～１６０ｄを含んでいる。集積部１
６０ａ～１６０ｄは、上下方向（鉛直方向）に並んで配置されている。すなわち、第２集
積部１６０の配列方向は、第１集積部６０の配列方向と直交し、第２集積部１６０の４つ
の集積部１６０ａ～１６０ｄと第１集積部６０の４つの集積部６０ａ～６０ｄとが略Ｌ字
型に配置されている。
【００３９】
　第２集積部１６０は、装置前面側に開口部を有する。操作者は、開口部を介して、第２
集積部１６０に集積された紙幣を抜き取ることができる。第２集積部１６０の集積空間を
形成する左側面の前面側には、左側面を前面側から背面側へ向けて曲線状に切り欠いた切
欠部が形成されている。切欠部は、拡張モジュール１２の四側面のうち基本モジュール１
１が連結された側面と反対側の側面に形成されている。
【００４０】
　第２集積部１６０は、ＬＥＤ等の発光体から成る第２表示灯１７０（１７０ａ～１７０
ｄ）を有してもよい。紙幣処理装置１は、第２表示灯１７０を点灯又は点滅させて、操作
者に、操作対象となる第２集積部１６０の位置を報知する。例えば、集積部１６０ａが集
積紙幣で満杯になって紙幣の抜取作業が必要になると、紙幣処理装置１は、第１表示灯１
７０ａを点灯又は点滅させて、これを報知する。
【００４１】
　第２集積部１６０は、紙幣の集積枚数に関する情報を表示する枚数表示部１８０（１８
０ａ～１８０ｄ）を有してもよい。例えば、紙幣処理装置１は、第２集積部１６０に集積
中の紙幣の枚数を枚数表示部１８０に表示して操作者に報知する。
【００４２】
　拡張モジュール１２は、基本モジュール１１に対して脱着可能に連結されている。拡張
モジュール１２は、前面が、基本モジュール１１の前面と略同一平面を成す位置で基本モ
ジュール１１と連結される。
【００４３】
　拡張モジュール１２の上面１２ａは、上方に開くことができる。拡張モジュール１２の
前面は、第２集積部１６０が設けられた左側と、第２表示灯１７０及び枚数表示部１８０
が設けられた右側とに分かれ、右前面１２ｂを手前側に開くことができる。拡張モジュー
ル１２の上面１２ａ及び右前面１２ｂを開くことにより、紙幣処理装置１の内部にある搬
送路を開放することができる。詳細については後述する。
【００４４】
　図２は、紙幣処理装置１の内部構成概略を示す断面模式図である。キッカローラ３１が
、取込部３０に積層状態で載置された紙幣のうち一番下にある紙幣を、基本モジュール１
１の内部へ向けて蹴り出す。蹴り出された紙幣は、フィードローラ３２によって、装置内
へ取り込まれる。基本モジュール１１の装置内では、第１搬送部５０が、装置内へ取り込
まれた紙幣を搬送する。紙幣は、長辺を搬送方向前方として装置内に取り込まれ、短辺と
平行な方向に搬送される。
【００４５】
　第１搬送部５０は、搬送ローラ、搬送ベルト、紙幣検知センサ５３及び分岐爪５４を有
する。図２では、１つの搬送ローラ５１に符号を付しているが、第１搬送部５０は複数の
搬送ローラを有する。同様に、図２では、複数のローラ５２ａ、５２ｂに掛け渡した１つ
の搬送ベルト５２ｃに符号を付しているが、第１搬送部５０は複数の搬送ベルトを有する
。複数の搬送ローラ及び複数の搬送ベルトが、第１搬送部５０が紙幣を搬送する搬送路を
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形成している。搬送路に配置された紙幣検知センサ５３は、搬送路を搬送される紙幣の位
置を検知する機能を有する。搬送路が複数に分岐する分岐部に配置された分岐爪５４は回
動可能に設けられており、分岐爪５４が回動することにより紙幣の搬送方向を変更するこ
とができる。
【００４６】
　搬送路には、識別部４０が設けられている。識別部４０は、第１搬送部５０によって搬
送される紙幣の種類を識別する。識別部４０は、例えば、透過画像、紙幣上面の反射画像
及び紙幣下面の反射画像を取得するラインセンサと、ＵＶ光（紫外光）を照射して励起さ
れる発光を検知するＵＶセンサと、紙幣の厚みを検知する厚み検知センサと、紙幣の磁気
特性を検知する磁気検知センサとを有する。識別部４０は、これらのセンサによって得ら
れた紙幣の光学特性、磁気特性、厚み等に基づいて、紙幣の金種、真偽、正損、表裏、方
向等を識別する。
【００４７】
　紙幣処理装置１は、図２に破線４１で示した、識別部４０より搬送方向下流側の位置に
、オプションの識別部を収容できる配置空間を有している。この配置空間に、必要に応じ
て、オプションの識別部を追加できるようになっている。例えば、紙幣処理装置１が処理
対象とする紙幣を識別するために、超音波センサ等の特別なセンサが必要となる場合に、
このセンサを有するオプションの識別部を破線４１で示した位置に配置して利用する。
【００４８】
　識別部４０を通過した紙幣は、装置内左上部にある分岐部へ向けて上方へ搬送される。
分岐部では、２つの分岐爪５４を利用して、紙幣の搬送方向を、右方向、左方向、搬送路
を折り返した下方向の３方向に分岐することができる。分岐部に搬送されてきた紙幣は、
識別部４０による識別結果に応じて分岐部で分岐され、右方向のリジェクト部８０、下方
向の第１集積部６０、右方向の第２集積部１６０のいずれかへ向けて搬送される。
【００４９】
　識別部４０が種類を識別できない紙幣、識別部４０が偽の紙幣であると識別した紙幣等
のリジェクト紙幣は、分岐部で右方向へ分岐され、リジェクト部８０に集積される。リジ
ェクト部８０には、羽根車８１が設けられている。羽根車８１は、時計回りに回転しなが
ら、搬送路を搬送されてきたリジェクト紙幣を隣り合う２枚の羽根の間に受けて、リジェ
クト部８０に整列状態で集積する。
【００５０】
　識別部４０が金種等を正常に識別した真券が正常紙幣として、分岐部で下方向又は左方
向へ分岐される。分岐部で下方向へ分岐された正常紙幣は、基本モジュール１１の第１集
積部６０に集積される。分岐部で左方向へ分岐された正常紙幣は、拡張モジュール１２の
第２集積部１６０に集積される。第１集積部６０の４つの集積部６０ａ～６０ｄ、及び第
２集積部１６０の４つの集積部１６０ａ～１６０ｄには、各集積部に集積する紙幣の種類
に基づいて紙幣が集積される。具体的には、識別部４０による識別結果と、各集積部に設
定された紙幣の種類とに基づいて、各紙幣が、対応するいずれかの集積部６０ａ～６０ｄ
、１６０ａ～１６０ｄに集積される。
【００５１】
　第１集積部６０は、搬送路を搬送されてきた紙幣を整列状態で集積するための羽根車６
１（６１ａ～６１ｄ）と、ステージ６２（６２ａ～６２ｄ）と、集積紙幣の有無を検知す
る紙幣検知センサ６３（６３ａ～６３ｄ）とを有している。羽根車６１は、反時計回りに
回転しながら、搬送路を搬送されてきた紙幣を、隣り合う２枚の羽根の間に受けて、ステ
ージ６２上に整列状態で集積する。ステージ６２は、羽根車６１がある右側が低い傾斜状
態で、上下方向に移動可能に設けられている。各集積部６０ａ～６０ｄの紙幣は、紙幣面
がステージ６２ａ～６２ｄに接触し、長辺が各集積部６０ａ～６０ｄの右側壁に接触した
積層状態で集積される。ステージ６２は、図２に実線で示す一番上の位置で紙幣の集積を
開始して、紙幣枚数が増えるに連れて下方へ移動する。ステージ６２ａ～６２ｄが図２に
破線で示す一番下の位置まで移動した状態で、各集積部６０ａ～６０ｄに最大５００枚ず
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つ紙幣を集積することができる。
【００５２】
　基本モジュール１１の装置内左上部にある分岐部から左方向に分岐された紙幣は、基本
モジュール１１の左側面から基本モジュール１１の外側へ排出される。拡張モジュール１
２の第２搬送部１５０は、基本モジュール１１から排出された紙幣を拡張モジュール１２
内へ取り込んで搬送する。
【００５３】
　第２搬送部１５０は、搬送ローラ、搬送ベルト、紙幣検知センサ１５３及び分岐爪１５
４を有する。複数の搬送ローラ及び複数の搬送ベルトが、第２搬送部１５０が紙幣を搬送
する搬送路を形成している。搬送路に配置された紙幣検知センサ１５３は、搬送路を搬送
される紙幣の位置を検知する機能を有する。搬送路が複数に分岐する分岐部に配置された
分岐爪１５４は回動可能に設けられており、分岐爪１５４が回動することにより、紙幣の
搬送方向を変更することができる。
【００５４】
　基本モジュール１１から排出されて拡張モジュール１２内へ取り込まれた紙幣は、拡張
モジュール１１内上部の水平方向略中央位置にある分岐部へ向けて搬送される。分岐部で
は、分岐爪１５４の回動を制御することにより、紙幣の搬送方向を、左方向、下方向の２
方向に分岐することができる。分岐部より左側にある搬送路は、拡張モジュール１２内へ
取り込んだ紙幣を、別の拡張モジュールへ搬送するための搬送路である。図２には、１つ
の拡張モジュール１２を示しているが、紙幣処理装置１では、複数の拡張モジュール１２
を左右方向に配置して直列に連結できるようになっている。図２に示す拡張モジュール１
２の左側に、別の拡張モジュールが連結されている場合に、この拡張モジュールに向けて
、分岐部を左方向に通過した紙幣を搬送することができる。
【００５５】
　分岐部より下側にある搬送路は、識別部４０による識別結果に応じて、第２集積部１６
０へ紙幣を搬送するための搬送路である。分岐部より下にある搬送路の右側には、部品等
がない空間が設けられている。この空間を利用して、基本モジュール１１内左側で紙幣を
下方向へ搬送する搬送路と、拡張モジュール１２内略中央位置で紙幣を下方向へ搬送する
搬送路とを開放できるが詳細は後述する。
【００５６】
　第２集積部１６０は、搬送路を搬送されてきた紙幣を整列状態で集積するための羽根車
１６１（１６１ａ～１６１ｄ）と、集積紙幣の有無を検知する紙幣検知センサ１６３（１
６３ａ～１６３ｄ）とを有している。
【００５７】
　第２集積部１６０を構成する各集積部１６０ａ～１６０ｄには、例えば紙幣を最大１２
５枚ずつ集積することができる。１つの集積部１６０ａ～１６０ｄに集積可能な最大集積
枚数１２５枚は、第１集積部６０の１つの集積部６０ａ～６０ｄに集積可能な最大集積枚
数５００枚の約数となっている。４つの集積部６０ａ～６０ｄに１２５枚ずつ紙幣を集積
すれば、合計５００枚の紙幣を集積することができる。
【００５８】
　第２集積部１６０の４つの集積部６０ａ～６０ｄのそれぞれに満杯まで紙幣を集積すれ
ば、第１集積部６０の１つの集積部６０ａ～６０ｄと同一枚数の紙幣を集積できる。操作
者は、１つの拡張モジュール１２を１つの集積部とみなして利用することができる。具体
的には、操作表示部２０で所定操作を行うことにより、制御部９０は、１つの拡張モジュ
ール１２を１つの集積部とみなして、紙幣の集積に利用する。これにより、操作者は、４
つの集積部６０ａ～６０ｄ及び１つの拡張モジュール１２を、最大集積枚数が５００枚の
５つの集積部とみなして紙幣処理を実行することができる。この場合、紙幣処理装置１は
、識別部４０による識別結果に基づいて拡張モジュール１２に集積することが決定された
紙幣を、４つの集積部１６０ａ～１６０ｄに順に集積する。
【００５９】
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　拡張モジュール１２を１つの集積部として利用する場合、操作者は、４つの集積部１６
０ａ～１６０ｄに紙幣を集積する順序を設定することができる。例えば、紙幣処理装置１
が、最上段にある集積部１６０ａから紙幣の集積を開始して、集積紙幣で満杯になる度に
、集積部１６０ｂ、集積部１６０ｃ、集積部１６０ｄの順に紙幣の集積先を変更するよう
に設定することができる。紙幣処理装置１が、最下段にある集積部１６０ｄから、集積部
１６０ｃ、集積部１６０ｂ、集積部１６０ａの順に紙幣を集積するように設定することも
できる。操作者は、基本モジュール１１に連結する拡張モジュール１２の数を増やして、
紙幣処理装置１を、最大集積枚数が５００枚の集積部を６つ以上有する装置として利用す
ることもできる。
【００６０】
　第１集積部６０の羽根車６１の外径は例えば１００ｍｍである。第２集積部１６０の羽
根車１６１の外径は例えば７０ｍｍで、第１集積部６０の羽根車６１に比べて小さい。第
１集積部６０の羽根車６１は１６枚の羽根を有し、外径の小さい第２集積部１６０の羽根
車１６１は１２枚の羽根を有している。図１及び図２に示す羽根車６１、１６１は、同一
回転軸上に、複数設けられている。具体的には、第１集積部６０の羽根車６１は、各集積
部６０ａ～６０ｄにおいて、Ｙ軸方向に２つ並べて設けられている。第２集積部１６０の
羽根車１６１は、各集積部１６０ａ～１６０ｄにおいて、Ｙ軸方向に４つ並べて設けられ
ている。第２集積部１６０の羽根車１６１は外径が小さく各羽根の根元から先端までの長
さが短いが、１つの集積部に４つの羽根車１６１を設けることにより、第２集積部１６０
に搬送されてきた紙幣を確実に受けて整列状態で集積できるようになっている。
【００６１】
　第２集積部１６０の各集積部１６０ａ～１６０ｄは、実質的に同一構造を有するため、
集積部１６０ａを例に紙幣の集積方法について説明する。図３は、第２集積部１６０の内
部構造を示す図である。図３は、図２に示す集積部１６０ａ内部の一部を示している。
【００６２】
　図３（ａ）に示すように、左側壁１６５ａと底壁１６４ａは、左側壁１６５ａの上部を
左外側へ傾けたＬ字型の状態で、紙幣２０３が集積される集積空間を形成している。左側
壁１６５ａの下端は、底壁１６４ａの左端と接続されている。４つの羽根車１６１ａは、
反時計回りに回転しながら、第２搬送部１５０が搬送してきた紙幣を２枚の羽根の間に受
けて、左側壁１６５ａ側へ送る。底壁１６４ａは、羽根車１６１ａが設けられている右側
よりも左側が低くなるように傾斜している。これにより、羽根車１６１ａで送られてきた
紙幣は、羽根車１６１ａから離れた後、左側壁１６５ａの方へ移動して、紙幣面を左側壁
１６５ａの壁面と平行にして集積される。この結果、図３（ａ）に示すように、紙幣２０
３は、傾斜した立位姿勢で集積される。左側壁１６５ａの壁面に紙幣面を沿わせて集積さ
れた紙幣２０３は、紙幣面と水平面との間の傾斜角度が、例えば４５度以上となっている
。すなわち、図３に示す、集積紙幣２０３の左側で、紙幣面と水平面との間の角度が４５
度以上ある。図２に示す第１集積部６０に集積された紙幣の紙幣面と水平面との間の傾斜
角度は４５度以下で、第２集積部１６０の集積紙幣に比べて水平面との間で成す角度が小
さくなっている。
【００６３】
　図３に示すように、第２集積部１６０の集積空間内に集積された紙幣２０３は、長辺を
底面（底壁１６４ａの上面）に接して短辺を装置前方に向け、この短辺の下端より上端を
紙幣処理装置１の左外側方向とする傾斜した立位姿勢で集積される。紙幣２０３を立位姿
勢で集積することにより、紙幣面を略水平にして集積する場合に比べて、第２集積部１６
０の集積空間の横幅を小さくすることができる。
【００６４】
　第２集積部１６０の左側面前方側には、背面側へ向けて曲線状に切り欠かれた切欠部１
６６ａが形成されている（図１０（ｂ）参照）。これに対応して、図３（ｂ）に示すよう
に、集積部１６０ａの左側壁１６５ａは、前方上部側が切り欠かれた形状を有している。
集積部１６０ａの集積空間内で、傾斜した立位姿勢で集積された紙幣２０３は、前端側上
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部の一部が切欠部１６６ａから露出する。これにより、操作者は、切欠部１６６ａから露
出している部分を左右から挟むようにつかんで紙幣２０３を容易に抜き取ることができる
。
【００６５】
　図４は、紙幣処理装置１の機能構成概略を示すブロック図である。紙幣処理装置１は、
図１及び図２に示した各構成部と、これらを制御する制御部９０とを有している。紙幣処
理装置１で実行される各処理は、制御部９０が各部を制御することによって実現される。
【００６６】
　図４には示していないが、基本モジュール１１が、ハンディスキャナ、バーコードリー
ダ等の装置を接続する接続端子を有してもよい。例えば、紙幣処理装置１で入金処理の対
象となる紙幣を処理する際に、操作者は、基本モジュール１１に接続されたハンディスキ
ャナで、入金処理に関する情報が記入された入金伝票をスキャンする。制御部９０は、ハ
ンディスキャナで取得した入金伝票の画像で文字認識処理を行って、入金番号、入金金額
等の入金処理情報を取得する。同様に、操作者が、バーコードリーダで、入金処理に関す
る情報が符号化されたバーコードを読み取ると、制御部９０は、バーコードを認識して、
入金番号、入金金額等の入金処理情報を取得する。
【００６７】
　基本モジュール１１は、サーバ装置等の外部装置とデータ通信を行うための接続端子を
有している。これにより、制御部９０は、入金処理等の紙幣処理を管理する外部装置から
情報を取得することができる。例えば、制御部９０は、入金番号、入金金額等、入金処理
に関する情報を外部装置から取得する。制御部９０は、入金番号に基づいて、バーコード
リーダ又はハンディスキャナを利用して取得した入金処理情報と、これに対応する、外部
装置から取得した入金処理情報とを比較する。両者が一致しない場合、制御部９０は、操
作表示部２０を利用してこれを報知する。
【００６８】
　ハンディスキャナは、リジェクト紙幣の処理にも利用することができる。例えば、紙幣
処理装置１で入金紙幣の記番号読取及び識別計数を実行した際に、リジェクト紙幣が発生
すると、操作者は、ハンディスキャナでリジェクト紙幣の紙幣面をスキャンする。続いて
、操作者は、操作表示部２０を操作して、このリジェクト紙幣の記番号、金種等の所定情
報を手入力する。制御部９０は、ハンディスキャナで得られたリジェクト紙幣の画像から
記番号を文字認識して、手入力された情報と共に管理する。一方、正常紙幣の記番号読取
及び識別計数は、識別部４０によって行われる。入金紙幣全ての識別計数が完了すると、
制御部９０は、手入力されたリジェクト紙幣の金種、枚数等の情報と、識別部４０で得ら
れた正常紙幣の識別計数結果とを操作表示部２０に表示する。操作者が、操作表示部２０
の表示を確認して承認する操作を行うと、制御部９０は、リジェクト紙幣に関する情報及
び正常紙幣に関する情報を入金処理結果として管理する。入金処理結果を外部サーバ等の
外部装置へ送信する設定となっている場合は、制御部９０が、入金処理結果を外部装置へ
送信する。
【００６９】
　図５は、紙幣処理装置１内の紙幣の搬送を示す模式図である。取込部３０に載置された
複数枚の紙幣２００は、一番下の紙幣から順に１枚ずつ矢印３０１で示すように基本モジ
ュール１１の装置内に取り込まれる。基本モジュール１１内では、第１搬送部５０が、紙
幣を搬送する。識別部４０で識別された紙幣は、基本モジュール１１内の左上部にある分
岐部へ向けて搬送される。リジェクト紙幣は、分岐部を経て、矢印３０２で示すように右
方向へ分岐され、リジェクト部８０に集積される。第１集積部６０に集積される紙幣は、
分岐部を経て、矢印３０３で示すように下方向へ分岐され、識別部４０による識別結果に
基づいて、対応するいずれかの集積部６０ａ～６０ｄに集積される。第１集積部６０の紙
幣２０１（２０１ａ～２０１ｄ）は、紙幣面をステージ６２に沿わせて、積層状態で集積
される。
【００７０】
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　拡張モジュール１２の第２集積部１６０に集積される紙幣は、分岐部を経て、矢印３０
４で示すように左方向へ分岐され、基本モジュール１１から排出されて拡張モジュール１
２に取り込まれる。拡張モジュール１２内では、第２搬送部１５０が、紙幣を搬送する。
拡張モジュール１２内に取り込まれた紙幣は、水平方向略中央にある分岐部へ向けて左方
向へ搬送される。第２集積部１６０に集積される紙幣は、分岐部を経て、矢印３０５で示
すように下方向へ搬送され、識別部４０による識別結果に基づいて、対応するいずれかの
集積部１６０ａ～１６０ｄに集積される。第２集積部１６０の紙幣２０２（２０２ａ～２
０２ｄ）は、紙幣面を左側壁に沿わせて、傾斜した立位姿勢で集積される。
【００７１】
　拡張モジュール１２の左側に、別の拡張モジュールが接続されている場合は、この拡張
モジュールに搬送される紙幣が、矢印３０６で示すように左方向に搬送される。このよう
に、拡張モジュール１２は、右側面から拡張モジュール１２の内部に取り込んだ紙幣を左
側面から排出して、別の拡張モジュール内へ送り込むことができる。
【００７２】
　次に、図６～図９を参照しながら、搬送エラーが発生して搬送路に詰まった紙幣を、搬
送路から取り除くエラー解除の方法について説明する。図６は、拡張モジュール内の搬送
路から紙幣を取り除く方法を説明する模式図である。図６（ａ）は、図２に示す紙幣処理
装置１の拡張モジュール１２部分を示している。図６（ｂ）は、図６（ａ）に示す搬送路
を開放した状態を示している。
【００７３】
　図６（ａ）に示すように、第２搬送部１５０の搬送路は、紙幣を水平方向に搬送する水
平搬送路１５０ａと、紙幣を上下方向に搬送する垂直搬送路１５０ｂとを含む。水平搬送
路１５０ａの上側には、搬送ローラと、４つのローラに掛け渡された上側搬送ベルトとが
配置されている。水平搬送路１５０ａの下側には、分岐部に配置された分岐爪と、分岐部
左側の２つのローラに掛け渡された左側搬送ベルトと、分岐部右側の２つのローラに掛け
渡された右側搬送ベルトとが配置されている。水平搬送路１５０ａの上側搬送ベルトを駆
動する４つのローラの回転軸は、破線で示す上側ユニット１５１によって支持されている
。水平搬送路１５０ａを搬送される紙幣は、上側ユニット１５１に支持された上側搬送ベ
ルトと、この搬送ベルトに対向配置された下側の右側搬送ベルト及び左側搬送ベルトとの
間を、上下の搬送ベルトに挟まれた状態で搬送される。
【００７４】
　水平搬送路１５０ａに紙幣が詰まった場合は、図６（ｂ）に矢印３１０で示したように
、拡張モジュール１２の上面１２ａ及び上側ユニット１５１を上方に開く。上面１２ａの
左端部分は、拡張モジュール１２の左側面内側上部に前後方向に設けられた支持軸によっ
て回動可能に支持されている。上面１２ａは、この支持軸回りに回動して上方に開く。上
側ユニット１５１は、上面１２ａに固定支持されており、上面１２ａを開くと、上面１２
ａと共に上側ユニット１５１が上方へ移動する。これにより、図６（ｂ）に示すように水
平搬送路１５０ａを開放して、詰まった紙幣を取り除くことができる。
【００７５】
　垂直搬送路１５０ｂの左側には、各集積部１６０ａ～１６０ｄに対応するそれぞれの位
置に、各集積部１６０ａ～１６０へ紙幣を分岐するための分岐爪と、３つのローラに掛け
渡された搬送ベルトとが配置されている。垂直搬送路１５０ｂの右側には、上側３つのロ
ーラに掛け渡された上側搬送ベルトと、下側３つのローラに掛け渡された下側搬送ベルト
とが配置されている。垂直搬送路１５０ｂの右側にある、上側搬送ベルトを駆動する３つ
のローラの回転軸、及び下側搬送ベルトを駆動する３つのローラの回転軸は、破線で示す
右側ユニット１５２によって支持されている。垂直搬送路１５０ｂを搬送される紙幣は、
右側ユニット１５２に支持された上側搬送ベルト及び下側搬送ベルトの２つの搬送ベルト
と、これらの搬送ベルトに対向配置された左側の搬送ベルトの間に挟まれた状態で搬送さ
れる。
【００７６】
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　垂直搬送路１５０ｂに紙幣が詰まった場合は、図６（ｂ）に矢印３１１で示したように
、拡張モジュール１２の内部で、右側ユニット１５２が右側に開く。右側ユニット１５２
の背面側部分は、拡張モジュール１２の背面内側に上下方向に設けられた支持軸によって
回動可能に支持されている。右側ユニット１５２が、この支持軸回りに回動することによ
り、右側ユニット１５２の前面側が、図６（ｂ）に示すように右側に開く。これにより、
垂直搬送路１５０ｂを開放して、詰まった紙幣を取り除くことができる。
【００７７】
　図７は、拡張モジュール内の右側ユニット１５２を開いて右側ユニット１５２内部を露
出させる方法を説明する斜視図である。図７（ａ）に矢印で示したように、拡張モジュー
ル１２の右前面１２ｂが、裏面左側の支持軸回りに回動して装置前面側に開く。続いて、
図７（ｂ）に矢印で示したように、拡張モジュール１２内にある右側ユニット１５２を、
背面側の支持軸回りに回動させて、前面側を右側へ開けば、垂直搬送路１５０ｂを開放す
ることができる。
【００７８】
　図８は、基本モジュール内の搬送路から紙幣を取り除く方法を説明する模式図である。
図８（ａ）は、図２に示す紙幣処理装置１の一部を示している。図８（ｂ）は、図８（ａ
）に示す搬送路の一部を開放した状態を示している。
【００７９】
　図８（ａ）に示すように、基本モジュール１１の第１搬送部５０は、紙幣を下方向へ搬
送する垂直搬送路５０ａを含む。垂直搬送路５０ａの左側には、３つのローラに掛け渡さ
れた左側搬送ベルトが配置されている。垂直搬送路５０ａの右側には、複数のローラに掛
け渡された右側搬送ベルトが配置されている。垂直搬送路５０ａの左側搬送ベルトを駆動
する３つのローラの回転軸は、破線で示す左側ユニット５５によって支持されている。垂
直搬送路５０ａを搬送される紙幣は、左側ユニット５５に支持された左側搬送ベルトと、
この搬送ベルトに対向配置された右側搬送ベルトの間に挟まれた状態で搬送される。
【００８０】
　垂直搬送路５０ａに紙幣が詰まった場合には、図８（ｂ）に矢印で示したように、基本
モジュール１１の側面一部を形成する左側面１１ａと、左側ユニット５５とを左方向に開
く。左側面１１ａの背面側部分は、基本モジュール１１の側面内側に上下方向に設けられ
た支持軸によって回動可能に支持されている。左側面１１ａが、この支持軸回りに回動す
ることにより、左側面１１ａの前面側が、図８（ｂ）に示すように左側に開く。左側ユニ
ット５５は、左側面１１ａに固定支持されており、左側面１１ａを開くと、左側面１１ａ
と共に左側ユニット５５の前面側が左側に移動する。これにより、図８（ｂ）に示すよう
に垂直搬送路５０ａを開放して、詰まった紙幣を取り除くことができる。
【００８１】
　図９は、基本モジュール１１の左側ユニット５５を開いて左側ユニット５５内部を露出
させる方法を説明する斜視図である。図９（ａ）に矢印で示したように、拡張モジュール
１２の右前面１２ｂが、裏面左側の支持軸回りに回動して装置前面側に開く。続いて、図
９（ｂ）に矢印で示したように、拡張モジュール１２内にある基本モジュール１１の左側
面１１ａを、背面側の支持軸回りに回動させて、前面側を左側へ開けば、垂直搬送路５０
ａを開放することができる。
【００８２】
　拡張モジュール１２の内部には、水平搬送路１５０ａの下方で、垂直搬送路１５０ｂの
右側に、搬送路を開放するための空間が設けられている。これにより、図６（ｂ）及び図
７（ｂ）に示すように、拡張モジュール１２の垂直搬送路１５０ｂを形成する右側ユニッ
ト１５２を右側に移動させて、搬送路を開放することができる。
【００８３】
　図９（ａ）に示すように、基本モジュール１１に拡張モジュール１２を連結した状態で
、基本モジュール１１の左側面が、拡張モジュール１２の内部空間に露出するようになっ
ている。これにより、図８（ｂ）及び図９（ｂ）に示すように、拡張モジュール１２内で
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、基本モジュール１１内で垂直搬送路５０ａを形成する左側ユニット５５を左側面１１ａ
と共に左側に移動させて、搬送路を開放することができる。
【００８４】
　第１集積部６０及び第２集積部１６０は、集積空間に集積された紙幣を抜き取るための
開口部を有するが、この開口部にシャッターを設ける態様であってもよい。具体的には、
各集積部に開口部を開閉するシャッターを設け、通常はシャッターを閉じた状態として、
紙幣抜取時にのみシャッターを開く。
【００８５】
　図１０は、第２集積部１６０にシャッターを設けた例を示す斜視図である。第１集積部
６０を含め、各集積部で同様にシャッターを設けることができるため、図１０では、第２
集積部１６０の集積部１６０ａを示している。
【００８６】
　図１０（ａ）に示すように、通常は、屈曲可能な蛇腹式のシャッター１６８ａによって
、集積部１６０ａを閉塞した状態とする。シャッター１６８ａは、集積部１６０ａの開口
部及び切欠部１６６ａを閉塞する。制御部９０は、拡張モジュール１２内部に設けられた
モータ等から成る駆動部を制御することにより、シャッター１６８ａの開閉を制御する。
紙幣抜取時等には、制御部９０によって制御された駆動部が、図１０（ｂ）に矢印で示す
ように、シャッター溝１６７ａに沿ってシャッター１６８ａを移動させる。シャッター１
６８ａを拡張モジュール１２内に収納すると、集積部１６０ａ左側方の切欠部１６６ａ及
び前方の開口部が現れる。これにより、集積部１６０ａの左側壁１６５ａに紙幣面を沿わ
せて集積された紙幣２０４を、左右から掴んで抜き取ることができる。
【００８７】
　次に、図１１～図１５を参照しながら紙幣処理装置１で基本モジュール１１に連結して
利用可能な拡張モジュールの例について説明する。以下、連結可能に構成された複数種類
の拡張モジュール１２～１９の例を示す。各拡張モジュールは、鉛直方向に配置された複
数の集積部を含んでいる。
【００８８】
　図１１は、複数の拡張モジュール１２を連結した例を示す模式図である。拡張モジュー
ル１２の第２搬送部１５０は、拡張モジュール１２の右側面から取り込んだ紙幣を水平方
向に搬送して左側面から排出する。これにより、図１１に示すように、複数の拡張モジュ
ール１２を連結して利用することができる。
【００８９】
　図１２は、異なる種類の集積部１６０ｅ～１６０ｇを含む拡張モジュール１３、１４の
例を示す模式図である。図１２に示す拡張モジュール１３は、傾斜した立位姿勢で紙幣を
集積する２つの集積部１６０ａ、１６０ｂと、第１集積部６０と同様に略水平な積層状態
で紙幣を集積する１つの集積部１６０ｅとを有する。拡張モジュール１４は、立位姿勢で
紙幣を集積する集積部を含まず、略水平な積層状態で紙幣を集積する２つの集積部１６０
ｆ、１６０ｇを有する。これにより、基本モジュール１１の集積部６０ａ～６０ｄと、拡
張モジュール１３の集積部１６０、１６０ｂ、１６０ｅと、拡張モジュール１４の集積部
１６０ｆ、１６０ｇとを利用して、基本モジュール１１の識別部４０で識別した紙幣を集
積することができる。
【００９０】
　図１３は、上面に連結可能な拡張モジュール１５の例を示す模式図である。図１３に示
すように、基本モジュール１１の左側面に連結する拡張モジュール１５は、左方向及び下
方向に加えて、紙幣を上方向に分岐して装置外部へ排出可能な搬送部２５０を有する。拡
張モジュール１５は、傾斜した立位姿勢で紙幣を集積する４つの集積部１６０ａ～１６０
ｄを有する。拡張モジュール１５の上面に、底面側から紙幣を受け入れ可能な搬送部３５
０を有する拡張モジュール１６を連結することができる。拡張モジュール１６は、傾斜し
た立位姿勢で紙幣を集積する２つの集積部１６０ａ、１６０ｂを有する。上側拡張モジュ
ール１６の搬送部３５０は、下側拡張モジュール１５の搬送部２５０が上面から排出した
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紙幣を底面から取り込んで、集積部１６０ａ、１６０ｂに搬送して集積する。これにより
、基本モジュール１１の集積部６０ａ～６０ｄと、拡張モジュール１５の集積部１６０ａ
～１６０ｄと、拡張モジュール１６の１６０ａ、１６０ｂとを利用して、基本モジュール
１１の識別部４０で識別した紙幣を集積することができる。
【００９１】
　拡張モジュール１２～１５の搬送部１５０、２５０は、基本モジュール１１の左側面か
ら排出された紙幣を、拡張モジュール１２～１５の右側面から取り込んで水平方向に搬送
し、左側面から排出することができる。すなわち、各拡張モジュール１２～１５は、基本
モジュール１１から紙幣が排出される高さと同じ高さで、一つの側面から紙幣を取り込み
、この側面とは異なる他の側面から紙幣を排出する。これにより、内部構造が異なる複数
種類の拡張モジュール１２～１５を、様々な組み合わせで連結して利用することができる
。
【００９２】
　図１４は、基本モジュール１１の右側面に連結可能な拡張モジュール１７、１８の例を
示す模式図である。図１４に示すように、基本モジュール１１の第１搬送部５０は、集積
部６０ｄの上方を右方向に通過した紙幣をそのまま水平方向に搬送して、右側面から排出
する。拡張モジュール１７は、基本モジュール１１の右側面から排出された紙幣を、左側
面から取り込む搬送部４５０を有する。拡張モジュール１７を、基本モジュール１１の右
側面に連結すると、拡張モジュール１７の搬送部４５０は、基本モジュール１１から取り
込んだ紙幣を、傾斜した立位姿勢で紙幣を集積する集積部１６０ａ～１６０に集積するか
、又は集積部１６０ａより上方で右側面から排出する。拡張モジュール１７が右側面から
紙幣を排出する高さは、基本モジュール１１が左側面から紙幣を排出する高さと同一であ
る。これにより、図１１に示す拡張モジュール１２を左右反転させた構造を有する拡張モ
ジュール１８を、図１４に示すように拡張モジュール１７の右側面に連結することができ
る。同様に、図１２に示す拡張モジュール１３、１４と、図１３に示す拡張モジュール１
５、１６についても、左右を反転した構造として、様々な組み合わせで拡張モジュール１
７の右側面に連結して利用することができる。
【００９３】
　図１５は、基本モジュール１１の右側面に連結可能な別の拡張モジュール１９の例を示
す模式図である。図１５に示す拡張モジュール１９は、傾斜した立位姿勢で紙幣を集積す
る２つの集積部１６０ａ、１６０ｂを有し、上面が、拡張モジュール１７の上面より低く
なっている。具体的には、拡張モジュール１９の上面の高さは、基本モジュール１１の取
込部３０へ紙幣を載置する載置面と略同じ高さになっている。基本モジュール１１の右側
面に拡張モジュール１９を連結した場合、取込部３０の右側に空間ができるため、操作者
は、取込部３０に紙幣を載置する作業を容易に行うことができる。操作者は、拡張モジュ
ール１９の上面を物置用のスペースとして利用することもできる。拡張モジュール１９は
、基本モジュール１１の右側面から排出された紙幣を、左側面から取り込む搬送部５５０
を有する。拡張モジュール１９を基本モジュール１１の右側面に連結すると、拡張モジュ
ール１９の搬送部５５０は、基本モジュール１１から取り込んだ紙幣を、集積部１６０ａ
、１６０ｂに集積するか、又は水平方向に搬送して右側面から排出する。拡張モジュール
１９が右側面から紙幣を排出する高さは、基本モジュール１１が右側面から紙幣を排出す
る高さと同一である。これにより、図１４に示す拡張モジュール１７を、図１５に示すよ
うに拡張モジュール１９の右側面に連結することができる。拡張モジュール１７の右側面
には、図１４で説明したように、拡張モジュール１８等を様々な組み合わせで連結するこ
とができる。
【００９４】
　上述してきたように、本実施形態に係る紙幣処理装置によれば、拡張モジュールが、縦
方向に配列された複数の集積部を有するので、複数の集積部を横方向に配列する場合に比
べて設置面積を縮小することができる。
【００９５】
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　拡張モジュールは、基本モジュールの搬送部から排出された紙幣を、一方側の側面から
取り込んで、他方側の側面から排出する。複数種類の拡張モジュールが、モジュール間で
紙幣の受け渡しを行えるように構成されているので、基本モジュールに複数の拡張モジュ
ールを直列に連結して利用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００９６】
　以上のように、本発明に係る紙葉類処理装置は、多数の集積部を有しながら設置面積を
小さくして使いやすくするために有用である。
【符号の説明】
【００９７】
１　紙幣処理装置
１１　基本モジュール
１２～１９　拡張モジュール
２０　操作表示部
３０　取込部
４０　識別部
５０　第１搬送部
６０（６０ａ～６０ｄ）　第１集積部
８０　リジェクト部
９０　制御部
１５０　第２搬送部
１６０（１６０ａ～１６０ｇ）　第２集積部

【図１】 【図２】
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【図１３】

【図１４】

【図１５】
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